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このメモは、ワールド・カフェを実施する際に、活発な会話が発生し、アイデアの創発が盛んに起

きる場とするために、運営者の方にぜひ押させておいていただきたい内容を、これまでの運営経

験を基にとりまとめたものとなっています。 

 

■ 基本的なフィロソフィー 

一言で言えば、「文字通りカフェのような場をつくることで、参加者は互いに活発に議論し、自由な

発想と、アイデアの創発の行き交うエキサイティングな場となる」というのが、基本的なフィロソフィ

ーとなります。 

この「カフェのような場」を丁寧に分解すると、主に以下のような要素が挙げられます。 

 

¾ リラックスできる 

¾ 司会や進行役は存在せず、参加者は互いに対等 

¾ 「ねばならない」課題や制約条件といったプレッシャーがない 

¾ 互いの掛け合いで、興味・関心の高い内容に会話がどんどんシフトしていく 

 

まさにこれが、ワールド・カフェのコアとなる部分であり、これらをしっかりと押さえていれば、ワー

ルド・カフェは、仕事上での会議や、他の打ち合わせなどとは一味違った話し合いの場となりま

す。 

 

ですので、準備段階、当日の運営段階など、迷った場合には 

「それは、カフェのような場を創り出すことに貢献するか？」 

という観点で考えてください。 

 

この観点を基に、ワールド・カフェの進行メカニズムについて、要点を解説します。 

 

■ カフェとしてのワールド・カフェのメカニズム 

 

１． １テーブルが４人であること 

まず何よりも強調したいのが、 

４人という人数は、圧倒的に会話がしやすい人数 

であるということです。この部分だけは、いくら強調しても強調しすぎることがないため、このマニュ



アル全体の書式ルールを破ってでも、強調したいと思います。 

なぜ４人がベストであるかというと、下記の２つの要素の絶妙な交差点であるためです。 

 

＊ 人数が少ないほど：発言の機会は増えるが、聞いたり考えたりする時間は減る 

＊ 人数が多いほど：聞いたり考えたりする次官は増えるが発言の機会は減る 

 

すなわち「発言する機会」と「聞いたり考えたりする時間」のバランスが絶妙に取れており、特に意

識せず、自然に会話が進めやすいのが、この４人という人数になります。 

 

実際、過去に行なったワールド・カフェでも、たまたま人数組み合わせの関係で５人になったテー

ブルに参加する機会があったのですが、４人のテーブルに比べて、あまりにしゃべりづらいことを

体感し、驚きを憶えました。 

５人になったとたんに、「ちょっと発言しすぎるのを控えなければな・・と感じた」ということを、自分

自身もそうですし、他の参加者の方も、カフェ終了後におっしゃられていたのが印象的です。 

 

２． 進行役・ファシリテーターを配置せず、役割も決めないこと 

次に大切なメカニズムが、各テーブルの参加者同士には、それぞれ特定の役割がないことです。

特に、ファシリテーターなどが存在しないのはとても大切なことで、「会話を進める人」と「それをフ

ォローする人」ということが定義づけられないからこそ、まさにカフェのように、思い思いに自由な

考え、興味関心に沿った話題の展開が可能になります。 

 

３．課題や制約条件を設定しない 

課題を課さないこと、例えば「最後にグループ毎に○○を発表してもらいます」といったことをしな

い、ということも、ワールド・カフェの大切な要素です。なぜしないかといえば、この「最後にグルー

プで・・・」というフレーズそのものが、多くの場合、仕事での会議や研修などを無意識に想起させ、

カフェでのリラックスした気持ちを損なってしまうためです。 

 

４．時間だけが制約条件 

「課題や制約条件を課さない」ことに唯一例外なのが、時間が限られていることです。ワールド・カ

フェでは通常、１ラウンドを２５分程度で行い、それを３ラウンドとしていますが、これは「ちょっとお

茶を飲みにいったときに」よくある制約条件なため、リラックスした気持ちを損いません。 

この２５分を最初からもっと長く設定してしまうと、「長い間しゃべるのはつらいな」といった気持ち

になったり、２５×３⇒７５分を超えた会話になってくると、脳が疲れてきて、つまらない気持ちにな

ってしまうことがあります。 

限られた２５分、そして合計７５分、ということがあるからこそ、コンディション的にも集中がしやすく、

かつ「ああ、面白かった。まだしゃべりたりない。またみんなとしゃべりたい」という、いい意味での



名残惜しさが発生し、この先のさらなる会話や、イベント終了後の拡がりに貢献します。 

 

５．運営側はカフェの店員＝リラックスしくつろいでいたくことに徹する 

最後に、実際の準備、当日の運営すべてを通して、参加者のみなさんに、お招きしたカフェでどれ

だけリラックスしていただけるか？という心持になり、それに集中する、という点も、大切なメカニズ

ムとなっています。 

ついつい、運営側は、「このイベントを少しでもいいものにしたい」という気持ちから、参加者を強く

リードしてしまったり、時には指示的・高圧的にもなってしまうこともあります。 

ですが、ワールド・カフェでは、「少しでも参加者のみなさんにリラックスしてもらうのにはどうすれ

ばいいか？」という明確な役割が運営側に与えられるため、結果的に「強いリード」「指示的・高圧

的なアプローチ」に力むことを避けられます。 

 

以上のような点を踏まえて、会の運営を進めていただければと思います。 

合言葉は 

「またふらっと立ち寄りたくなるような、心地よいカフェですか？」 

です。 

 

 

■「他花受粉」としてのワールド・カフェのメカニズム 

ここで、ワールド・カフェにもうひとつある「他花受粉」という仕掛け、すなわち席を交換し、移動して

いく仕組みですが、こちらについては、「進行スライド」にてご紹介した内容が、まさにフィロソフィー

となっています。 

この点については、「ワールド・カフェ(ヒューマンバリュー出版)」などに詳しく解説がされています

ので、興味のある方はぜひともご参照いただければと思います。 

 

実際の運営の観点からいえば、１つだけ強調しておきたいのが、「最初の４人が、３ラウンド目は

また戻ってくる」という点です。 

こうすることによって、１ラウンド目に自分たちのテーブルで始まったアイデアの種、思考のきっか

けが、多くのテーブルで他花受粉し、それが戻ってくることで、いかにアイデアそのものが成長した

か、いかに多様な人たちの間で意見が交換されることが、エキサイティングなことか、を体感する

ことができます。 

、 

以上が、ワールド・カフェを実施する上で、特にみなさんに知っておいていただきたい、基本コンセ

プトです。 

 



 

 

■ ありがちな失敗例 

さて、ここまでの説明を踏まえて、よくありがちな「残念なワールド・カフェ」について、特に典型的な

パターンをいくつかご紹介したいと思います。この悪いパターンについてですが、なぜそうせざるを

得なかったか、という制約条件は、他の多くの企業に勤務する方々にとってもかなりの確率で直

面せざるを得ないものであり、これを知ることは、ワールド・カフェの開催を企画している方々にと

っても、未然に失敗を防ぐという意味で有益ではないかと思います。 

 

○ありがちな失敗例 その１ 「６人以上の大人数を１テーブルにまとめている」 

【状況】１テーブルあたりの人数が６人、７人、多い場合だと１０人以上、というような状況 

【背景】会場にて利用できるテーブルの総数が少なく、どうしても大人数を１テーブルに座らせなけ

ればならない 

【どのように失敗するか？】人数が多すぎるため、お互いに発言の時間も少なく、発言をすることそ

のものにも高いプレッシャーのある状況となり、あまり発言がでず、場が静まり返る。あるいは、特

定の２－３人だけが発言をし、他の大半の人たちは黙ってしまい、場全体に活気がなくなってしま

う。 

【処方箋】とにかく「騙された」とおもって、４人１テーブルを死守してください。もしもそれが交渉上

難しければ、実際に８人を４人、４人に分離し、その人数でワールド・カフェのトライアル(実験実施)

をしてみるのがお勧めです。これにより、人数を減らすことに反対していた方々も、かなりの割合

で賛成に回ってくださるかと思います。 

 

○ありがちな失敗例 その２「各テーブルに、ファシリテーターをいれる」 

【状況】各テーブルに、運営側が用意・指名した「ファシリテーター」が個別にちらばっており、その

人間が役割として議論をリードしようとしたり、他の参加者に刺激を与え 

【背景】企画段階で、「うちのメンバーは、喋らないから」「誰かがひっぱらないと、議論なんて活性

化しないから」といった考えから、ファシリテーターを「追加すると、よりよい要素。＋αの要素」、と

して捉え、プランが採用される。 

【どのように失敗するか？】ファシリテーターが声を高らかに発言するたびに、場の空気が醒めて

いき、その状況に焦りを覚えたファシリテーターが、さらに声を高らかにし・・・というサイクルを、

延々と繰り返してしまい、すっかり場が冷え切ってしまう。 

【処方箋】これも、「騙された」とおもって、頑なにファシリテーターを入れないことを強調してください。

このページに記載する実績もそうですし、本家本元のワールド・カフェでも、ファシリテーターを各テ

ーブルに入れるなどということはしません。 



 

 

○ありがちな失敗例 その３「セッション最後に、チーム発表を要求する」 

【状況】ワールド・カフェセッションの進め方の時点で、「このワールド・カフェセッションでは、最後の

方で１テーブルあたり○○分くらいの発表時間を取りますので、発表者を決めておいてください」な

どとリクエストするという状況 

【背景】折角、かなりの人数が集まって検討するんだから、その成果物をしっかりとまとめたい、と

考え、テーブル別でのとりまとめ、あるいはさらに発表内容をまとめた模造紙の記載などを、よくあ

る社内研修と同じイメージで、グループワークとして要求してしまう 

【どのように失敗するか】「取りまとめを最後にする」という前提が入ってしまった時点で、発想の方

向性がかなり制限されてしまい、思考が「収束」モードに入っていってしまうのと、「とりまとめ」その

ものが、かつて経験してきた、あまりハッピーではない研修を連想させてしまい、参加者がリラック

スできなくなってしまう。 

【処方箋】最初から「発表してください」とすると、萎縮したり、方向性を制限してしまうので、そのこ

とはワールド・カフェの冒頭説明では一切触れず、ワールド・カフェの３ラウンド目が終了した時点

で初めて、「では、簡単にポストイットにまとめましょう・・・」などのインストラクションをし、成果とし

て取りまとめる。こうすれば、ワールド・カフェ中に、参加者は余計な心配をする必要がなくなる。 

 

以上のような失敗も参考に、ぜひともご自分のワールド・カフェを、設計、トライアルしてみてくださ

い。 


